
 
  2009 年 11 月 13 日  
 

 
世界の監視カメラ市場に関する調査結果 2009 

－アジア新興メーカ乱立、日本メーカは低価格製品と高機能製品による差別化戦略- 
 

【調査要綱】 
 
 
 
  

 
 
 
 

矢野経済研究所では、次の調査要綱にて世界の監視カメラ市場の調査を実施した。 
1．調査期間：2009 年 6 月～10 月 
2．調査対象：日本・欧州・米国・中国・韓国・台湾の主要ブランド監視カメラメーカ 
3．調査方法：当社専門研究員による直接面談及び、電話・e-mail 等によるヒアリングを併用 
 
＜世界の監視カメラ市場とは＞ 
本調査における世界の監視カメラ市場とは撮像素子の CCD／CMOS を内蔵した、アナログ、ならびにネットワー

クカメラ（IP）を対象とし、市場規模は日本・欧州・米国・中国・韓国・台湾の主要ブランド監視カメラメーカ 38
社*合計の出荷数量ベースにて算出した。（*日本メーカ 21 社、欧州メーカ 6 社、米国メーカ 4 社、韓国メーカ 3 社、台湾メ

ーカ 4 社） 
 

 
【調査結果サマリー】 

◆2009 年世界の主要ブランド監視カメラ市場規模 6,840 千台、 
2005～2012 年の年平均成長率 8.2％ 

世界の主要ブランド監視カメラ市場規模は 2005 年の 4,750 千台から 2008 年には 7,200 千台まで成長

してきたが、2009 年は世界的な不況の影響が継続し、6,840 千台まで縮小すると見込まれる。今後、国内

市場は堅調に推移し、世界市場でも中国を中心とするアジア、中近東などが好調に推移すると予測す

る。 
 

◆アジアでは新興監視カメラメーカ 500 社超、対する日本メーカは低価格製品と 
高機能・インテリジェント製品による差別化戦略 

アジアでは、中小規模の新興監視カメラメーカが乱立し、現在までのところ、中国、韓国、台湾の 3 カ

国だけで約 500 社超存在している。日本の監視カメラメーカは欧米企業ばかりでなく、今後アジアの新興

メーカの低価格製品とも競合しなければならず、アジアやアフリカ市場向けには低価格製品を投入し、欧

米や中近東向けには高機能・インテリジェント機能などを備えた高機能製品を武器に製品の二極化を図

り、地域別戦略を展開するものと考えられる。 
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【調査結果の概要】 
1. 世界の主要ブランド監視カメラ市場の現況と予測 
 

世界的に治安悪化が進む中、監視カメラは産業分野だけでなく、市街地等で人の多く集まる場所や

個人宅への設置も推進されていることを背景に世界の主要ブランド監視カメラ市場規模は 2005 年の

4,750 千台から 2008 年には 7,200 千台まで急増した。 
2008 年前半はマンションへの導入が進むなど需要分野の拡大を背景に好調であったが、後半は世界

的な不況の影響で縮小した。 
2009 年は不況の影響が継続し、6,840 千台まで縮小すると見込まれるが、2010 年からは持ち直し、

2010 年には 7,080 千台、2011 年には 7,530 千台、2012 年には 8,250 千台と予測する。   
2005～2012 年までの世界主要ブランド監視カメラ（アナログ/IP 含む）市場規模の年平均成長率

（CAGR）は 8.2％と拡大傾向にある。今後も国内市場は堅調に推移し、世界市場でも中国を中心とする

アジア、中近東などが好調に推移すると予測する。 
 
 

2. 注目すべき動向 
～乱立するアジア新興監視カメラメーカと日本メーカのサバイバル戦略 
 
アジアでは、中小規模の新興監視カメラメーカが乱立し、ここにきて中国では 300 社、韓国にも 150 社、

台湾にも数十社のメーカが監視カメラ市場に参入してきている。現在までのところ、アジアの 3 カ国だけ

でこうした中小の監視カメラメーカが約 500 社超存在している。 
こうした中小の新興監視カメラメーカは、日本の標準価格では設定されないような低価格（たとえば小

売価格で 1 万円以下など）を武器に世界中に向けて監視カメラを製造・出荷している。こうしたメーカはま

だ無名ではあるが、約 500 社の出荷台数を合計すると世界の主要ブランドメーカ 38 社に匹敵する市場

規模に達するものと考えられる。 
製品の品質やメンテナンスサービスの面からもまだブランドメーカの製品には及ばないが、カメラ用セ

ンサ、基板がアジアを中心に製造されている現在、こうした中小メーカの動きは今後もさらに活発化され

るものと考える。 
日本の監視カメラメーカはこれまで欧米メーカと競合してきたが、今後は中国、台湾、韓国などアジア

の新興メーカの低価格製品とも競合していかなければならない状況である。こうしたなか、日本の監視カメ

ラメーカは、アジアやアフリカ市場向けには低価格製品を投入し、欧米や中近東向けにはメガピクセル IP
カメラのような高機能性の訴求や、顔認証のようなインテリジェント機能などを備えた高機能製品を武器に

製品の二極化を図り、地域別戦略を展開するものと考えられる。 
また、環境問題への世界レベルでの対応が議論されているなかで、消費電力を抑えたエコカメラの開

発も今後の世界市場における差別化をする上では重要な要素となると考える。 
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図表 1. 世界の主要ブランド監視カメラ市場規模推移 
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注 1: 日本・欧州・米国・中国・韓国・台湾の主要ブランド監視カメラメーカ 38 社（日本メーカ 21 社、欧州メーカ 6

社、米国メーカ 4 社、韓国メーカ 3 社、台湾メーカ 4 社）合計の出荷数量ベース 
注 2: 見込は見込値、予測は予測値 
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